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事業実施報告 
JHA エリートアカデミー第 2 期 第 1 回集合合宿/適性検証合宿（岩⼿県・岩⼿町） 
報告者：⾺場治男 

（JHA エリートアカデミー校⻑/強化育成本部アンダーカテゴリー強化育成副部⻑） 

 
１ 会場 
 ・合宿会場：岩⼿町総合運動公園 岩⼿町ホッケー場 
       〒028-4304 岩⼿県岩⼿町⼤字⼦抱第５地割 143 
 ・宿泊施設：⼋幡平ハイツやすらぎ荘 
       〒028-7302 岩⼿県⼋幡平市松尾寄⽊ 1-590-4 
 
２ 参加者 
（１）スタッフ 

 ⽒名 所属等 
1 ⾺場 治男 JHA エリートアカデミー事業責任者/飯能市教育委員会 
2 髙橋 章 事業副責任者・ＮＦコーチ/JHA 
3 三好 浩史 統括コーディネーター/表⽰灯(株) 
4 冨⽥ 恭平  統括コーチ/社会福祉法⼈それいゆの会 
5 松村 洋介  ＮＦコーチ/岩⼿町⽴川⼝中学校 y 
6 余吾 由太  旅⾏業務取扱担当/(株)ランブリッジ  
7 森  宣裕  トレーナー/⼀般社団法⼈ BeeTanz 
8  岩舘 直也 地元サポートスタッフ/沼宮内⾼校 
9 三浦 広宣 地元サポートスタッフ/シミック cmo（株）⻄根⼯場 
10 福⼠ 紘平 地元サポートスタッフ/沼宮内⾼校 
11 笈⼝ 将樹 地元サポートスタッフ/盛岡広域森林組合 ⻄部事業所 

 
（２）アスリート 

参加アスリート 
 選出区分 ⽒名 性 所属／学年 
1 J-STAR_5 期 北村 澪⾳ 男 滋賀県・⻑浜⻄中／3年 
2 J-STAR_5 期 ⽣井こころ ⼥ 茨城県・⼿代⽊中／2年 
3 J-STAR_5 期 下⽥ 侑樹 男 岩⼿県・滝沢南中／3年 
4 ｴﾘｰﾄｱｶﾃﾞﾐｰ 1 期 ⼩池 咲代 ⼥ 岐⾩県・中央中／3年 
5 開発実証 榊原 東⼦ ⼥ 愛知県・武豊中／2年 
6 開発実証 古⽥ 紗友花 ⼥ 広島県・鈴が峰⼩／6年 
7 U15（東北） 晝⼋ ⼀綺 男 宮城県・築館中／3年 
8 U15（関東） ⼟橋 拓⽮ 男 ⼭梨県・⽩根御勅使中／3年 
9 U15（東海） ⻤束 康介 男 静岡県・沼津市⽴⾼等学校中等部／3年 
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10 U15（中国） 宮本 康樹 男 島根県・横⽥中／3年 
11 U15（関東） ⽠⽥ 茉緒 ⼥ 埼⽟県・美杉台中／3年 
12 U15（北信越） 藤井 ⾳々 ⼥ 福井県・朝⽇中／3年 
13 U15（東海） 橋本 奈々 ⼥ 岐⾩県・中央中／3年 
14 U15（近畿） ⻄⽥ 葉名 ⼥ 京都府・瑞穂中／3年 
15 U15（中国） 宮脇 亜実 ⼥ ⿃取県・⼋頭中／3年 

  
【⼤⾬による交通トラブルについて】 
  2023.6.3からの⻄⽇本〜東海地⽅を中⼼に発⽣した（線状降⽔帯による）⼤⾬の影響
により、6.3~6.4は東海道新幹線が東京〜名古屋間で運転⾒合わせとなった。 
この東海道新幹線の運休により、東海地⽅以⻄から参加するアスリートに⼤きな影
響が出て、保護者の努⼒により参加できたアスリートが⼤部分であったが、参加を断念
するアスリートも出た。 

 
３ 活動概要 
（１）アスリートプログラム（適性検証） 

1⽇⽬（令和 5年 6⽉ 3⽇・⼟） 
時間 活動内容 
13:00 集合（受付、健康観察、承諾書の受領） 
13:05 開校式 

（進⾏：三好、あいさつ：⾺場） 
13:10- W-UP（主担当：冨⽥） 
13:30- 
 

①基本スキルの学び合い 
 ・ドリブル                   
 ・ストローク 
 ・レシーブ 
 ※３〜４⼈のグループ
を編成し、課題に対
する練習法を提案しグループ内で実践する。その際、どのようなシチ
ュエーションでどんな効果を⽬指して、どのような技術を習得するか
ということを意識させた学び合いを⾏わせる。 

 ※指導者は、答えを教えるの 
ではなく、学び合いを活発 
にするよう⽀援に努める。 
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15:00- ②テストゲーム 
岩⼿県チームとのテストマッチ 10分×4ゲーム 
※ビデオ撮影（今後のオンライン学習の素材として） 

  ☆今年度より、AI カメラを導⼊（STADIUM TUBE）では、 
  ピッチ全体を俯瞰的に撮影し、クラウドにアップロードした動画に   

クラウド上で AI処理をおこなうことで、ボールを追った映像となる。 
  スタッフの数も限られる中、撮影を⾃動化することで指導者が指導に 
かける時間を増やすこと、また動画はクラウド上にあるので遠く離れ 

  た保護者も⾃分の⼦供の活躍を確認
できる画期的な取り組みである。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※岩⼿県の中学⽣チームは、昨年の都道府県対抗 11 ⼈制ホッケー選⼿
権⼤会で男⼦は優勝、⼥⼦は準優勝の強豪チームであるため、テスト
マッチの相⼿として成果を確認するに⼗分な相⼿であった。 

 
16:00 ダウン 
16:30 バスにてホテルへ 

・⼋幡平ハイツ到着後、 
《⼊浴》 
〜休憩〜 
《⼣⾷》 
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22:00 アスリート就寝 
２⽇⽬（令和 5年 6⽉４⽇・⽇） 
時間 活動内容 
6:00 起床 

・練習およびチェックアウトの準備 
8:30 バスにてグラウンドへ 

・チェックアウト 
・練習の準備を整えバスに乗⾞ 

9:00 会場到着 
2⽇⽬受付 
・2⽇⽬から参加するアスリート 
受付・健康観察・同意書受領 

・保護者への対応（交通⼿段や 
⼤⾬による状況の確認など） 

 エリートアカデミー事業につい 
て説明 

9:00- W-UP ＊森トレーナーによるメニュー 
①スポーツリズムトレーニング 
 スポーツにおけるリズム感の養成、脳の運動野を刺激し集中⼒・判断⼒ 
などを⾼める 
②ストレッチング 
 股関節、脊柱、肩甲帯を中⼼に⾝体  
をほぐす 
③スプリントメニュー 
 切り返し動作も含めた、加速トレー  
ニング 

 
9:30- ①ドリブルスキル 3種 

４グループに分かれて対⼈的トレーニング 
1)「ドライブ」 2)「キープ」 3)「エリミネイト」 
3種のドリブルの特性を理解し、使い分ける。 
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☆臨時対応 
 ⾬と雷により緊急退避した際、避難したコンテナ内で森トレーナーによ
るトレーニングを⾏う。 

 バランス能⼒と筋出⼒を同時に実施する⾝体操作トレーニングを実施。
⾬と雷により緊急待避した際、避難したコンテナ内で森トレーナーによ
るトレーニングを⾏う。 

②テストゲーム 
岩⼿県チームとのテストマッチ 10分×4ゲーム 
※ビデオ撮影（今後のオンライン学習の素材として活⽤） 

 
 

12:00 ダウン 
12:15 閉校式（進⾏：冨⽥） 

・まとめのあいさつ（⾺場） 
・諸連絡（三好） 

12:30 解散 
12:40 送迎 

・ジャンボタクシーにて公共交通機関利⽤者をいわて沼宮内駅へ 
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  ＊エリートアカデミー事業について説明（事業の概要について理解を深める） 
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 ＊エリートアカデミー事業に対する質問・要望・意⾒について 
   ・⼤⽅、協⼒的な意⾒をいただくことができた。 
   ・今回の⼤⾬対応についても、保護者の協⼒があってこその事業実現だと痛感した。 
    JSC の補助規定でどうにもならないことであるが・・・、保護者の協⼒が必要な

年代のアスリートを対象にした事業であることを考えると、保護者の経費負担
（旅費・宿泊費）ができないことは⼼苦しい。 

 
 
４ 成果・課題 
（１）活動の成果 
   JHA エリートアカデミー第 2 期はオリエンテーションを 5⽉ 13⽇(⼟)にオンライ

ンにより実施しスタートを切った。今回の合宿でアスリートと対⾯で会うことがで
き、共に汗をかくことができたことで、アスリート同⼠はもちろんのこと、アスリー
トとスタッフ、更には保護者との出会いが現実的なものとなり 1 つのチームとして
のスタートを切ることができた。 

   参加したアスリートのモチベーションは⾼く、合宿 1 ⽇⽬が滋賀県で⾏われた伊
吹カップと重なってしまったが、4 名のアスリートが 2⽇⽬に参加するために岩⼿ま
で夜通し⾞を⾛らせ参加してくれた。今回は運が悪く、線状降⽔帯が発⽣し公共交通
機関が乱れる⼤⾬の中での移動が強いられ、引率してくれた保護者の⽅には頭が下
がる思いであった。それでも、保護者の⽅からは「⼦どもが⾏きたいというので・・」
「⼦どもの夢を実現するためなら・・」という⾔葉をいただき、この事業を進めるこ
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との責任を強く感じ、預かったアスリートの将来を真剣に考えて事業を進めること
の重要性をタッフ⼀同で決意を固めた。 

   この事業でのトレーニングスタイルは、アスリートの主体的な学び合いを重視し
た⼿法を⼤切にしている。指導者からは、⾝につけたいスキルや戦術を学ぶためのき
っかけ（ヒント）が投げかけられアスリート⾃⾝が考え・判断し・実践できるように
成⻑していくことを求めている。（「主体的な学びを促す４つのアプローチ」参照） 

   ここに集まったアスリ
ート（特に U15 から選考
されたアスリート）には、
各地域に戻ったときに、チ
ームや県、ブロックを引っ
張っていく存在として活
躍してくれることを期待
している。そのために、主
体的に学び・実践⼒のある
アスリートとして成⻑し
てくれることが何よりも
⼤切である。 

 
   エリートアカデミー第 2 期での集合合宿は 4 回である。次回の合宿は 9 ⽉に予定
されているが、アスリートには合宿の合間に⾏う居住地トレーニング（所属チーム等
でのトレーニング＋オンライントレーニング）を充実させることが成果を出す上で
重要である。 

   特に、オンラインによるトレーニングに、主体的に意欲をもって、継続的な取り組
みができるかがそのアスリートの将来を左右するであろう。 

    
   今回、開発実証から選考されたホッケー未経験のアスリート２名にも、全国レベル
で活躍する岩⼿県チームとのテストマッチに参加させた。ホッケースキルは当然な
がら未熟であるが、今持っているスキルと体⼒をフル稼働しゲームに臨む姿勢には
将来性が期待できる。 

 
（２）課題・改善点 
   JHA エリートアカデミー第２期では、❶U15 からの推薦、❷J-STAR からの適性検

証をクリアしたアスリート、❸開発実証からのホッケー未経験のポテンシャルアスリ
ートという３つのカテゴリーからのアスリートが混在している。 

   特に❸開発実証から選考された２名のアスリートは、次回の合宿までに居住地トレ
ーニング（地域クラブ等とのマッチング＋オンライントレーニング）により、いかに
ケアしていくかに我々の⼿腕が試されていると⾔えよう。 

   アスリートの成⻑を⾒極めながら適切な課題提供と丁寧な対応が求められる。 
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   また、現在、強化育成本部テクノロジー＆デブロップメント部が中⼼に取り組んで

いる、世界で活躍するホッケー選⼿を発掘・育成するためのアスリート育成パスウェ
イ「ホッケー版 FTEM」の完成を、JHA エリートアカデミーの活動とリンクさせ同
時進⾏で進めていくことが求められる。 

   こちらについても、 JSC の指導をいただきながら、他の カ テ ゴ リ ー
（U12/U15/U18/U21/サムライ・さくら）スタッフと連携し今年度末の完成を⽬指
していかなければならない。 

 
   更に、スタッフの充実についても事業を恒常的に進める上では⼤切な問題である。 
  ⼥性スタッフが薄くなっている現状の早期解決は重要課題である。 

    併せて、管理栄養⼠の増員もアスリートの栄養管理や保護者プログラムの充実、補
助対象の幅を広げるという⾯からも解決したい課題である。 

 
                                      以上 


